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神 兵 登 第 177 号
平成21年１月21日

社団法人　兵庫県トラック協会会長　殿

神戸運輸監理部長

　平素は、国土交通行政の円滑な遂行にご支援・ご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
　例年、年度末は自動車税及び会社の決算期等の関係で、自動車の検査・登録申請が集中してい
ます。
　このため、毎年３月期には、申請窓口が非常に混雑するとともに、申請処理に長い時間を要す
ることとなり、申請者の皆様には長時間お待たせすることになります。
　また、申請手続きの相談にも応じがたい状態となる場合も考えられます。当部といたしまして
も、申請者の皆様方にご迷惑をおかけしないよう、種々対策を講じているところでありますが、
貴職におかれましてもこのような事情をご賢察いただき、別紙ＰＲ文書の広報誌への掲載につい
て特段のご配慮をお願いします。

別　　紙

自動車の検査・登録申請の早期手続きについて

　毎年、年度末は自動車の検査・登録申請窓口が非常に混雑して長時間お待たせすることになり
ますので、申請処理を円滑に行うため、自動車の検査・登録手続きは比較的すいている３月中旬
までにお済ませ下さいますようお願いします。
　また、継続検査は、自動車検査証の有効期限の満了する日の１ヶ月前から受けられますので、
余裕をもって受けて下さい。
　なお、検査・登録申請に関する問い合わせ先は、下記のとおりです。

記

神戸運輸監理部
　　兵庫陸運部
　　　　登録に関する問い合わせ　　０５０－５５４０－２０６６
　　　　検査に関する問い合わせ　　０７８－４５３－１１０２

　　姫路自動車検査登録事務所
　　　　登録に関する問い合わせ　　０５０－５５４０－２０６７
　　　　検査に関する問い合わせ　　０７９２－３１－４８０１

　　神戸運輸監理部ホームページ：http://www.kbm.mlit .go. jp/

行政からのお知らせ行政からのお知らせ

国土交通

自動車の検査・登録業務の年度末繁忙対策に関する協力依頼について



２

　この度、国土交通省自動車交通局長から全日本トラック協会に下記の通達が発信され、関係事

業者に対して、周知徹底の依頼がありましたのでお知らせします。

国 自 総 第 402 号

国 自 安 第 89 号

国 自 旅 第 296 号

国 自 貨 第 122 号

国 自 情 第 184 号

平成21年１月５日

（社）全日本トラック協会会長　殿

国土交通省自動車交通局長

　輸送の安全確保については、機会あるごとに注意喚起してきたところでありますが、今般、平

成20年12月１日付け中防災第38号で中央防災会議会長（内閣総理大臣）から別添のとおり降積雪

期における事故防止対策の徹底に努めるよう通知がされました。

　これから本格的な降積雪期を迎える中、輸送の安全確保に遺漏のないよう次の事項について貴

会傘下会員に対し周知徹底を行い、事故の防止に努めるようお願いします。

（１）気象情報や道路における降雪状況等を適時に把握し、以下の対策を講ずることにより、輸

　　送の安全確保に万全を期すこと。

　　①　積雪・凍結等の気象及び道路状況により、早期に適切な方法でスタッドレスタイヤ及び

　　　タイヤチェーンを装着するよう徹底を図ること。

　　②　点呼時等において、運行経路の道路情報、道路規制情報、気象情報に基づき、乗務員に

　　　適切な指示を行うこと。

　　③　積雪・凍結時における要注意箇所の把握に努めること。

　　④　気象状況が急変し、安全運行が確保できないおそれがある場合は、運行計画の変更等の

　　　適切な措置を講ずること。

　　⑤　乗務員に対して、スリップの要因となる急発進、急加速、急制動、急ハンドルを行わな

　　　いよう指導するとともに、道路状況、気象状況に応じた安全速度の遵守、車間距離の確保

　　　について指導を徹底すること。

降積雪期における輸送の安全確保の徹底について
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中 防 災 第 38 号

平成20年12月１日

国土交通大臣　殿

中央防災会議会長　　　　

（内閣総理大臣）　　　

麻　生　　太　郎

　貴殿におかれては、日頃から各般の施策を通じて災害対策の推進に尽力されているところであ

るが、依然として毎年犠牲者が発生している状況にある。

　過去の10年間の自然災害による犠牲者をみると、雪害による犠牲者は417人にものぼり、風水

害に続く第二の自然災害となっており、特に、平成18年豪雪では全国の死者が152人を数えるな

ど、雪害としては戦後２番目の被害となったところである。また、その要因をみると屋根の雪下

ろし等除雪作業中の死者が約４分の３を占め、また、65歳以上の高齢者の占める割合が３分の２

に上ることから、高齢者を念頭に置いた克雪体制の整備など、被災者の目線に立って、「何がで

きていれば犠牲が避けられたのか」という視点からきめ細やかな取組みを行い対策の徹底を図る

必要がある。また、昨冬においては降雪量が平年並か少なかったにもかかわらず、47名の犠牲者

が発生している。

　このため、高齢者が無理をすることなく除雪できる体制の整備や地元のニーズをより一層踏ま

えた除雪等の支援、克雪住宅の整備促進等、除雪中の事故防止対策の徹底に早急に取り組まれた

い。

　併せて、これまでのとおり、雪崩のおそれのある危険箇所の巡視・点検の実施、気象等に関す

る情報の収集・伝達、警戒態勢の強化等に万全を期すとともに、高齢者・障害者等の災害時要援

護者に十分に配慮し、特に災害時要援護者関連施設に対しては、平常時、緊急時とも適切な情報

提供を行い、警戒避難体制等の防災体制の整備に努められたい。

　また、岩手・宮城内陸地震及び岩手県沿岸北部を震源とする地震の被災地については、地震に

伴う地盤被害の実情を踏まえ、特段の注意を払われたい。

　上記につき、貴管下関係機関に対する指導方よろしくお願いする。

降積雪期における防災態勢の強化について
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神兵整第381号の３

平成20年12月19日

社団法人　兵庫県トラック協会　専務理事　殿

神戸運輸監理部兵庫陸運部長

　時下、益々のご清栄のこととお慶び申し上げます。

　平素は国土交通行政につきまして格段のご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて今般、標記研修について、整備管理者選任前研修実施要領（近運達甲第７号、平成15年４

月18日制定）に基づき、実施することとしました。

　つきましては、平成20年12月19日付け「神戸運輸監理部兵庫陸運部公示」の写しを送付いたし

ますので、貴傘下会員への連絡方宜しくお願いいたします。

神 戸 運 輸 監 理 部 兵 庫 陸 運 部 公 示

神兵整公示第２号

　平成21年度整備管理者選任前研修について、整備管理者選任前研修実施要領（近運達甲第７号、

平成15年４月18日制定）に基づき、下記のとおり実施する。

平成20年12月19日

神戸運輸監理部兵庫陸運部長

記

１．研修対象者

　道路運送車両法施行規則第31条の４第１号の整備管理者の資格要件により、整備管理者に選

任予定の者（整備士の資格を有さない方）

２．研修内容

（１）整備管理者制度の趣旨、目的に関する事項

平成21年度整備管理者選任前研修の実施について



５

（２）整備管理者の業務、権限に関する事項

（３）点検・整備の方法に関する事項

（４）整備管理者の関係法令に関する事項

（５）その他整備管理者に必要な事項

３．実施日時及び実施場所　上半期（４月～９月）

４．注意事項

（１）当日は、免許証等本人の顔写真のある身分証明書を持参下さい。

（２）研修開始30分前より受付を開始します。

（３）研修は予約制とし、定員になり次第締め切らせていただきます。

（４）予約は、ファックスにより兵庫陸運部整備部門で受け付けます。

（５）研修会場に変更がある場合は、事前に連絡します。

（６）研修会場の駐車場は限りがあるため、お車でお越しの方は兵庫陸運部もしくは姫路自動

　　車検査登録事務所の駐車場をご利用ください。

５．問い合わせ先

神戸運輸監理部兵庫陸運部整備部門

住所：神戸市東灘区魚崎浜町34－２

電話：078（453）1103　ＦＡＸ：078（431）8761

実 施 日 時 実　施　場　所 定員 申請締切り

平成21年４月22日（水）
13：30～16：30

兵庫県自動車整備会館（５階）
神戸市東灘区魚崎浜町33

150 平成21年４月15日（水）

平成21年５月28日（木）
13：30～16：30

姫路自動車検査登録事務所（２階）
姫路市飾磨区中島福路町3322

40 平成21年５月21日（木）

平成21年６月18日（木）
13：30～16：30

兵庫県自動車整備会館（５階）
神戸市東灘区魚崎浜町33

150 平成21年６月11日（木）

平成21年７月22日（水）
13：30～16：30

姫路自動車整備教育会館（２階）
姫路市飾磨区中島福路町3322

150 平成21年７月15日（水）

平成21年８月26日（水）
13：30～16：30

兵庫県自動車整備会館（５階）
神戸市東灘区魚崎浜町33

150 平成21年８月19日（水）



様式１（選任前）

（注）１．※欄は記入しないでください。
２．申請書は楷書で記入して下さい。
３．受付は、13：00より始めます。
４．筆記用具の他、写真付き身分証明書（運転免許証等）をご用意ください。
５．受講番号を確認しますので受講申請書をお持ちください。
６．研修会場の駐車場は限りがあるため、お車でお越しの方は兵庫陸運部もしくは姫路自
　　動車検査登録事務所の駐車場をご利用ください。

整備管理者選任前研修受講申請書
（整備士資格をお持ちでない方、整備管理者の資格を有さない方の研修です）

平成　　　年　　　月　　　日

近畿運輸局長　殿

ふりがな

氏　　名

生年月日　　昭和　　　年　　　月　　　日　生　

　下記により開催される、道路運送車両法施行規則第31条の４第１号に掲げる

研修（整備管理者選任前研修）の受講を申請します。

記

開催日：平成　　　年　　　月　　　日（　　）

時　間：13：30～16：30

場　所：１　兵庫県自動車整備会館（５階多目的ホール）

　　　　２　姫路自動車整備教育会館（２階）

　　　　３　姫路自動車検査登録事務所（２階）

　　　　（注）該当する開催場所の数字を○で囲んで下さい。

連絡先（勤務先）

名　　称

住　　所

電話番号

ＦＡＸ番号

※受講番号
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　この度、国土交通省貨物課長と環境課長との連名で全日本トラック協会に下記の通達が発信さ

れ、関係事業者に対して、周知徹底の依頼がありましたのでお知らせします。

国 自 貨 第 117 号

国 自 環 第 172 号

平成20年12月17日

社団法人全日本トラック協会

　　　　会長　中西　英一郎　殿

国  土  交  通  省  自  動  車  交  通  局

貨物課長　一見　勝之

国土交通省自動車交通局技術安全部

環境課長　矢作　伸一

　（社）日本アイソトープ協会（荷主）が、本年９月24日に京都医療科学大学（京都府南丹市）

に向けて発送した放射性同位元素（リン 32、量 1ミリリットル）が、到着予定の翌25日になっ

ても到着せず、いまだにその所在が不明であるという事案が発生した。また、本事案においては、

実運送事業者が放射性輸送物を運搬する際に遵守すべき法令（放射性同位元素等車両運搬規則（以

下「運搬規則」という。））を遵守していなかった事実が明らかになった。

　これを受け当省では、本年10月17日に「放射性同位元素陸上輸送安全対策検討会」を設置し、

放射性輸送物が他の荷物と混載されて運送される場合を前提とした、確実かつ安全な放射性輸送

物の運送を確保するために必要な方策について、検討を進めた結果、本日、報告がとりまとめら

れたところである。

　ついては、本報告において示された、①紛失防止対策、②万一の紛失の際でも適切な取扱いを

確保する対策、③運搬規則の遵守確保策、④紛失発生時に関係者がとるべき措置について、関係

者が適切に実施することが必要であるので、会員の貨物自動車運送事業者に対し、放射性輸送物

を運送する場合にあっては、特に、下記事項に関し、適切に対策を実施するよう、周知願いたい。

（注：報告については、http://www.mlit .go . jp/jidosha/index.html（国土交通省自動車交通局HP）にて参照可能）

記

１．紛失防止対策

①　紛失（誤配送、盗難等を含む）が発生した場合に、その発生を速やかに検知し、問題の発生

「放射性同位元素陸上輸送安全対策検討会」の
報告に基づく対策の実施について
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　した場所、時期を特定するため、適切な方法による当該荷物の追跡管理を講じる。

　　なお、実際に導入されている例として、以下のようなものがある。

　（ａ）　バーコード入力による荷物追跡システムによって荷物の移動をリアルタイムで追跡する。

　（ｂ）　マニフェスト（伝票とは別に作成する、荷物の行き先と個数が書かれた一覧表。荷物

　　　とともに移動する。）を作成し、荷物の積み卸しの都度、実物とマニフェストの内容が一

　　　致していることを確認する。

②　荷物の輸送、仕分け、保管の過程における盗難を防止するため、監視や施錠等のセキュリティ

　措置を講じる。

　　なお、実際に導入されている例として、以下のようなものがある。

　（ａ）　荷物の保管場所及び仕分け場所については、防犯カメラの設置や施錠を行う。

　（ｂ）　輸送車両については施錠を行う。

２．運搬規則の遵守確保策

　放射性輸送物を運送する運送事業者は、遵守しなければならない事項をまとめたチェックリス

トを用いて、自社の法令遵守状況を確認する。

３．紛失発生時に関係者がとるべき措置

　放射性輸送物が紛失した際は、早期発見と第三者による輸送物の不適切な取扱いの防止のため、

運送事業者、荷主（最初に荷物を送り出す者をいう。以下同じ。）、国は迅速に対応する必要が

ある。紛失が発生した際に関係者がとるべき措置を整理すると、次のとおりである。

①　法令に基づく報告

　（ａ）　運送事業者は、放射性同位元素等が紛失したときは、その旨を直ちに文部科学大臣及

　　　び国土交通大臣に報告しなければならない。また、その状況及びそれに対する処置を十日

　　　以内に文部科学大臣及び国土交通大臣に報告しなければならない。（放射線障害防止法施

　　　行規則第三十九条、運搬規則第二十二条）

　（ｂ）　運送事業者は、その所持する放射性同位元素について、盗取、所在不明その他の事故

　　　が生じたときは、遅滞なくその旨を警察官又は海上保安官に届け出なければならない。（放

　　　射線障害防止法第三十二条）

②　広報による国民への注意喚起等

　　広報は、紛失した荷物を入手した第三者が不適切な取扱いをしないよう注意喚起するために

　必要であり、また、事案を周知することによって紛失荷物捜索に対する協力も期待できる場合

　がある。このため、原則として、以下のように適切な広報を行う。

　（ａ）　国は、関係者（荷主、運送事業者）から放射性輸送物の紛失の報告を受けた際は、速

　　　やかに事案の発生を公表する。

　（ｂ）　関係者（荷主、運送事業者）は、事案の発生を公表するとともに、状況に応じて、ホ

　　　ームページへの掲載、新聞等による広告などにより周知する。
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　国道４３号・阪神高速3号神戸線から
5号湾岸線へ迂回をお願いします。　

③　放射性輸送物の捜索

　　危険品の早期回収及び国民の不安の除去のため、関係者は紛失した荷物の捜索に全力をあげ

　る必要がある。具体的には、次のような捜索活動が考えられる。

　（ａ）　運送（予定）ルートにある施設・車両に対象荷物が残存していないかを確認する。

　（ｂ）　誤送の可能性がある関係営業所について広く、対象荷物の誤着がないか確認する。

　（ｃ）　誤配達の可能性がある配達先に対して、電話連絡、訪問等を行い、誤配達がないか確

　　　認するとともに、発見の協力を依頼する。

④　緊急時の連絡体制の構築

　　①～③の措置を迅速かつ確実に実施するため、荷主、運送事業者、関係省庁にあっては、緊

　急時の連絡体制を構築しておくべきである。

●国土交通省自動車交通局技術安全部環境課連絡先

　電　話：03－5253－8111（内線 42－513）、直通 03－5253－8603

　ＦＡＸ：03－5253－1639

　担当者携帯電話：090－7845－0226、090－7845－0214

以上
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きれいな空気を大切に…

アイドリング・ストップ宣言
（社）兵庫県トラック協会

OFFOFFOFFOFF

兵庫県農政環境部環境管理局大気課長

　兵庫県では、平成15年度から関西広域機構（ＫＵ）と連携して、伸びの大きい業務部門の温暖

化対策として、事務所（オフィス）で冷暖房温度の適正化などに取り組む「関西エコオフィス宣

言」運動を推進しています。

　つきましては、「関西エコオフィス宣言」の登録及び現在、「関西エコオフィス宣言」事業所

やＩＳＯ14001をはじめとする各種環境マネジメントシステムの認証・登録事業所の中から、特

に優れた取り組みを行っている事業所（オフィス）を顕彰する平成20年度「関西エコオフィス大

賞」の募集を行っておりますので、申請を希望される事業者におきましては、環境事業部（078

－882－5556）までお問い合せ下さい。

「関西エコオフィス宣言」及び平成20年度「関西エコオフィス大賞」について

環　　境
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日整連第20－364号

平成21年１月６日

社団法人　全日本トラック協会

　　　　会　長　　中　西　英一郎　殿

日本自動車整備振興会連合会

会　長　　坪　内　恊　致

拝啓、時下、貴会ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　さて、標記運動を別添１の「定期点検整備促進対策要綱」に基づき、国土交通省及び警察庁の

ご指導のもとに引き続き平成21年４月１日から平成22年３月31日までの１年間実施することにな

りましたのでお知らせ致します。

　本運動については、国土交通省・技術安全部長から各地方運輸局長等に対し通達が出されたこ

と、及び本運動の促進対策の一環として使用される自動車の前面ガラスに貼付するステッカーが

国土交通大臣より指定されましたことを併せてお知らせ致します。

敬具

〈本件の問合せ：日整連・指導部　伊藤〉

社団
法人

定期点検整備促進運動の実施等について

日本自動車整備振興会連合会からのお知らせ



１４

別 添 １

定期点検整備促進対策要綱

１．目　的

　自動車の適正な点検・整備を通じて、自動車の安全を確保し、公害の防止及び環境の保全を

図るため、本要綱により定期点検整備の実施の普及および促進を図る。

　なお、本運動は、自動車点検整備推進運動と連携して実施するものとする。

２．実施期間

　平成21年４月１日より平成22年３月31日までとする。

３．普及・促進対策

１）自動車使用者に対する保守管理意識高揚のためのＰＲ

２）自動車使用者に対する自動車の構造および点検・整備に関する知識の向上促進

３）自動車分解整備事業者等における点検・整備にかかわる受入体制の充実促進

４）点検整備済ステッカーの貼付

４．実施要領

１）自動車使用者に対するＰＲ

　自動車使用者に対し、定期点検整備の必要性とその励行について、テレビ、ラジオ、新

聞、雑誌等マスメディアの活用とポスター、チラシ等の配布及びホームページによりＰＲ

する。

　また、日整連等は、マイカー点検キャンペーン等の各種イベントを開催し、自動車の使

用者に対し点検・整備の重要性を啓蒙する。

２）自動車使用者に対する自動車の構造および点検・整備に関する知識の向上促進

　自動車使用者に対し、自動車の構造、点検・整備の知識、認識の向上を図るため実車等

を使用した点検教室等を開催する。

３）自動車分解整備事業者等における点検・整備にかかわる受入体制の充実促進

　自動車分解整備事業者等は、自動車使用者に対して定期点検整備の実施時期をダイレク

トメール、電話、訪問等により連絡するとともに、点検・整備時に整備内容、料金等の説

明を十分に行い、自動車使用者が整備事業場等を利用しやすいようにする。

　また、日整連等は、整備技能コンクール等を開催し、自動車分解整備事業者等の接客マ

ナーおよび技能の向上等受入体制の向上を図る。

４）点検整備済ステッカーの貼付等

　定期点検整備を実施した自動車の前面ガラスに点検整備済を示すステッカーを貼付する

ことにより、点検整備実施事業場名等を表示し、実施責任を明らかにするとともに、自動

車使用者に次回の定期点検整備時期を知らせることによって、定期点検整備の実施の励行

を促進する。

⑴　ステッカーの貼付対象車種

普通自動車

小型自動車（二輪車を除く）
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軽自動車（二輪車を除く）

大型特殊自動車

⑵　ステッカーの貼付

　　ステッカーは、自動車分解整備事業者、新車販売事業者および特定給油所等が、次

　の場合に当該自動車に貼付する。

　①　自動車分解整備事業者が定期点検整備を確実に行ったとき。

　②　新車販売事業者が新車の販売にあたり納車整備を行ったとき。

　③　特定給油所等が自家用貨物自動車の６カ月点検・整備または自家用乗用自動車で

　　あって、４輪主ブレーキおよび駐車ブレーキがすべてディスク・ブレーキである自

　　動車の12カ月点検・整備（「自動車点検基準」の「自家用貨物自動車等の定期点検

　　基準」または「自家用乗用自動車等の定期点検基準」により行うものに限る。）を

　　確実に行ったとき。

　　ステッカーは、車室内から見て前面ガラス左側上部（左ハンドル車にあっては右側

　上部）に１枚を貼付するものとし、運転者の視野を妨げず、検査標章の貼付を防げな

　い位置に貼付する。

　　事業者がステッカーを自動車の前面ガラスに貼付できる期間は平成21年４月１日よ

　り平成22年３月31日とする。

　　ステッカーを自動車の前面ガラスに貼付しておける期間は平成23年４月30日までと

　する。

⑶　ステッカーの剥離

　　次回の定期点検整備時期を経過したステッカーは必ず剥がすこと。

　また、その旨を自動車使用者等に周知徹底すること。

　　貼付しておける期間を経過したステッカーをそのまま貼付していると保安基準違反

　となることを自動車使用者等に周知徹底すること。

⑷　ステッカーの様式

　ステッカーの様式は、別紙のとおりとする。

⑸　ステッカーの管理

　各ステッカー取扱い団体および事業者は、配付台帳を備え、厳正な管理を行う。

　なお、不適正な管理を行った場合にはステッカーの貼付ができなくなることがありま

す。

５．定期点検整備促進協議会の構成

１）定期点検整備促進協議会は、下記の中央団体をもって構成し、　日本自動車整備振興会連

　合会をもって代表団体とする。

日本自動車整備振興会連合会

日本自動車工業会

日本自動車販売協会連合会

全国軽自動車協会連合会

日本自動車連盟

全国自家用自動車協会

日本バス協会

全日本トラック協会

全国乗用自動車連合会

日本中古自動車販売協会連合会

（イ）

（ロ）

（ハ）

（ニ）

（イ）

（ロ）

社団
法人

社団
法人

社団
法人

社団
法人

社団
法人

社団
法人

社団
法人

社団
法人

社団
法人

社団
法人

社団
法人
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２）地方の定期点検整備促進協議会は、中央に準じた構成とし、自動車整備振興会をもって代

　表団体とする。

６．定期点検整備促進協議会の事務局

１）中央の事務局は、　日本自動車整備振興会連合会とし、地方は各都道府県自動車整備振興

　会とする。

２）事務局は、次の業務を行う。

①　定期点検整備促進協議会の開催

②　点検整備済ステッカーの発行（中央に限る）および配付

③　その他本要綱の実施のために必要な業務

７．そ　の　他

１）本要綱は、定期点検整備促進協議会が関係行政省庁の指導を得て推進する。

２）ＰＲに当たっては、「定期点検整備促進協議会」の名称を用いて行うよう努める。

３）本要綱の実施のため必要な事項であって本要綱に特段の定めのないものについては、中央

　および地方の定期点検整備促進協議会で別途定める。

別紙

点検整備済ステッカーの様式　例

〈注〉

（１）　自家用、事業用を共通の様式とする。

（２）　車内より貼付することができるものとする。

（３）　地色（外周ダイヤル部分）は、平成21年用は緑色、平成22年用は橙色、平成23年用

　　　　は青色とする。

（４）　偽造の困難な様式とする。

（５）　管理用に一連番号を入れる。

社団
法人
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　（社）兵庫県トラック協会では、エコドライブ管理システム（EMS）用機器を導入された会員を

対象に、標記助成金を交付していますが、応募期間を２月20日まで延長いたします。

　ただし、２月以降の申請については助成金予算枠に達した時点で終了しますので、かならず事

前に環境事業部まで、助成金予算枠のご確認を下さるようお願いいたします。

記

応募要領

１．助成対象

⑴　兵庫県トラック協会の会員として１年以上経過し、助成交付申請時に会費未納がない事業

　者。

⑵　兵庫県内に使用の本拠を置く（神戸・姫路ナンバー）既事業用車両（新車登録時に装着済み

　車両も対象とする）で、平成20年４月１日から平成21年２月20日までの期間内にEMS用機器

　を導入取り付け（リース・買取り）した費用を助成する。

○　EMS用機器

・車載器　適切なタイミングで警告音により運転者にエコドライブを支援することができ、自

　　　　　動車から運転に係る運行診断結果データを記録するため、最低限度必要な機器

　　　※（時間情報・瞬間速度・走行距離・急発進・急加速・アイドリング継続情報・設定し

　　　　　た経済速度を超えた走行等に関する情報が収得出来る機器）

・事業所用機器　車載器において記録した運行データを、集中管理するために、最低限度必要

　　　　　　　　な機器

　　　※（運行データ（車載器の※印）の情報をカードリーダーや分析ソフト等を介して出力

　　　　　出来て、エコドライブに関して分析するためのソフトウェア等で構成される機器）

２．助成金額

・車載器１台あたり（兵ト協）10,000円 ＋ （全ト協）10,000円

・事業所用機器１台あたり（兵ト協）50,000円　※（全ト協の助成はなし）

３．助成限度（１事業者）

・車載器 － 兵ト協（１社50台までを限度） ＋ 全ト協（１社10台までを限度）とする。

・事業所用機器 － 兵ト協のみ助成（１社１台までを限度）とする。

４．申込方法（郵送）

⑴　「EMS用機器導入促進助成金交付申請書」により、兵ト協へ請求する。

事務局からのお知らせ

〈エコドライブ管理システム（EMS）用機器導入に係る助成延長のお知らせ〉
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つづけていこうよ、明日のために…

エコドライブ推進中！
（社）兵庫県トラック協会

OFFOFFOFFOFF

⑵　交付金請求書の他に、下記①又は②、及び③、④の疎明資料（添付）が必要

①　リースの場合は、機器名、リース台数、リース金額、リース期間が記載している契約書（正

　式）の写し

②　買取りの場合は、機器名と金額が記載している請求書（写し）、及び領収書（写）（銀行の振

　込通知も可）

③　様式１「EMS用機器（リース・販売）取り付け完了証明書」

　　※リースと買取りの両方ある時、取り付け完了証明書はリースと販売の別々に証明書（添

　　　付）願います。

④　取り付け車両の自動車検査証の写し（有効期間の満了している車検証（写し）は助成出来ま

　せん）

５．応募期限　　平成21年２月20日（厳守）

ただし、事前に兵ト協環境事業部に助成金予算枠の確認を行って下さい。

６．助成金交付　平成21年３月末日（振込）予定

７．問い合わせ先・申込み先　　　（社）兵庫県トラック協会　環境事業部

　　〒657-0043　神戸市灘区大石東町２丁目４番27号　　 TEL 078－882－5556　FAX 078－882－5565
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　標記の助成金の申請期限を３月18日まで延長いたします。但し、下記の３項目を厳守して下さ

い。

１．平成21年３月16日（月）までに登録が完了する。

２．３月末日までに車両代金の支払いが必ず完了する。

３．３月18日（水）までに必要添付書類を添えて助成金申請書が兵ト協に提出される。

　　ことが条件です。

　　※３月18日までに領収書が整わない場合は、請求書のコピーを付け申請し、３月末までに支

　　　払いを完了し領収書写を提出すること。

　上記の条件から外れる場合は助成金の対象となりませんのでご注意願います。

　また、３月18日までに予算枠に達した場合は、その時点で締め切りとなりますのでご承知おき

下さい。

問い合わせ先：輸送事業部

　標記の助成金の申請期限を２月20日まで延長いたします。但し、２月20日までに予算枠に達し

た場合は、その時点で締め切りとなりますのでご承知おき下さい。

問い合わせ先：輸送事業部

〈平成20年度衝突被害軽減ブレーキ導入助成金申請について〉

〈平成20年度ドライブレコーダー導入助成金の申請について〉
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　今般、家電製品の小売業者でもある引越業者が、家電製品（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍

庫、洗濯機）を消費者（排出者）から引き取っていながら、適切な管理を行わず、その廃家電の

一部を製造業者等へ引き渡していなかったため、家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）

第10条に基づく小売業者の引渡義務違反に該当するとし、環境省及び経済産業省より厳重注意を

受け、さらに１年間の引取・引渡状況等の報告実施を求められる事案が発生しましたのでお知ら

せします。

〈指示内容のポイント〉

１．家電小売業者ではない引越業者（家電製品を販売しない）

Ａ．廃棄物収集運搬業者の許可を得ていない場合

　消費者（排出者）から、家電リサイクル券が貼られた廃家電４品目（エアコン、テレビ、冷

蔵庫・冷凍庫、洗濯機）の引取りを求められても、引き取ることはできないので、家電小売業

者または自治体に引取りを依頼するよう、消費者（排出者）へお願いすること。

Ｂ．廃棄物収集運搬業者の許可を得ている場合

　消費者（排出者）から、家電リサイクル券が貼られた廃家電４品目を引取り、製造業者の指

定引取場所まで運搬することができるが、所定の処理基準を遵守し、家電リサイクル券の適正

な処理と引取り廃家電の厳格な管理を徹底すること。

２．家電小売業者に該当する引越業者（家電製品を販売する）「※今回の違反事業者が該当」

　消費者（排出者）から、廃家電４品目を引取ることができ、その引取り及び製造業者への引

渡しについて、廃棄物収集運搬業者に収集・運搬を委託することができるが、製造業者へ引き

渡されるまでの過程において、責任を持って、家電リサイクル券の交付、回付、保存等の適正

な処理と、盗難防止等厳格な管理を行うこと。

〈引越業者が引き取った特定家庭用機器廃棄物の
　製造業者等への確実な引渡しの実施等について〉
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〈参考〉

引越不要品に関する基本的なＱ＆Ａ

Ｑ１：　事業のために使用されている家電４品目（テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗

　　　濯機）は、家電リサイクル法の対象となりますか？

Ａ１：　事務所、工場、店舗等で使用されている家電４品目は、事業目的であっても家電リ

　　　サイクル法の対象となります。

Ｑ２：　お客様から委任状を収受すれば、どのような不要品を引き取っても良いのか？

Ａ２：　家電４品目（テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機）とパソコン機器は、そ

　　　れぞれ特別法で処理方法が定められていますので、委任状を収受して引き取ることは

　　　できません。家電４品目は家電小売業者または自治体に、パソコン機器は製造業者へ

　　　引取りを依頼するよう、消費者（排出者）へお願いしてください。また、市町村によっ

　　　ては、処理困難物（消火器、タイヤ、バッテリー、灯油など）として、居住者が直接

　　　申し込んでも引き取らないものを定めているところもあります。従って、これらのも

　　　のを引き取ると適正な処理ができないので、事前に確認が必要です。

Ｑ３：　引き取った引越不要品を、一般廃棄物収集運搬業者を介さずに市町村に引き渡して

　　　良いか？

Ａ３：　一般廃棄物収集運搬業者に引き渡すのが原則ですが、一般廃棄物収集運搬業の許可

　　　を一切出していない市町村もあります。そのような場合は、引越業者の車両で市町村

　　　の処理施設へ持ち込むことになりますが、市町村への事前の確認をお願いします。
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　さて、標記に関しまして、国土交通大臣より、下記のとおり装置の既認定済み装置装着対象車

種の追加について通知がありましたのでお知らせいたします。

　なお、下記を含む別表装置一覧に掲げる装置を装着した車両は、自動車NO�・PM法適合車と

なることを申し添えます。

記

１　既認定済み装置装着対象車種の追加

以上

〈窒素酸化物または粒子状物質を低減させる装置の性能評価実施要領
に基づくNOx・PM低減装置の評価結果について（情報提供）〉

低減装置の製作者等の名称 株式会社  ケミカルオート

低減装置の種類 NOx・PM低減装置

低減装置の名称及び型式
名称：スモークバスター

型式：KAM－16N

認定番号及び認定日 MLIT－NPR－24（平成20年11月20日）

使用条件
使用燃料：軽油（硫黄分50ppm以下）

走行条件：──

備　　考 ──

低減装置を取り付けること

ができる自動車の型式又は

原動機の種類

⑴　平成６年規制適合の日産ディーゼル製FE6型原動機（235馬力、260

　馬力）を搭載している自動車

⑵　平成６年規制適合の三菱製6D16型原動機（220馬力）を搭載している

　自動車

⑶　平成６年規制適合のいすゞ製6HE1型原動機（230馬力、260馬力）を

　搭載している自動車

⑷　平成６年規制適合の日野製J08C型原動機（235馬力、260馬力）を搭載

　している自動車

⑸　平成６年規制適合の三菱製6D16型原動機（255馬力）を搭載している

　自動車

＊　上記⑸についてH20/12/８追加
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別表 国土交通省認定NOx・PM低減装置一覧
平成21年１月９日現在

低減装置製作者名 優良低減装置
評  価  番  号

装置の名称 装 置 型 式
車 名 規 制 年 適 合 原 動 機 型 式 使用燃料
取り付けることができる自動車の型式又原動機の種類 使　用　条　件

走行条件
問 合 せ 先 備　　　　　考

首　都　圏
条 例 対 応
カテゴリー

（株）エス・アンド・エス
エンジニアリング

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－１

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－３

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－４

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－１２

ＤＢＳ型
排気ガス
浄化装置

ＤＢＳ－Ａ１

ＤＢＳ－Ａ２

ＤＢＳ－Ａ３

ＤＢＳ－Ａ３－１

いすゞ

三　菱

トヨタ

日　野

いすゞ

三　菱

日産Ｄ

日産Ｄ

日　野

三　菱

日産Ｄ

平成元年規制

平成元年規制

平成元年規制

平成元年規制

平成６年規制

平成元年規制

平成６年規制

平成元年規制

平成６年規制

平成元年規制

平成６年規制

平成元年規制

平成２年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

４ＢＥ１, ４ＨＦ１

４Ｄ３２, ４Ｄ３３

１Ｗ

Ｈ０７Ｄ, Ｊ０８Ｃ

Ｊ０７Ｃ（１７０馬力）
Ｊ０８Ｃ（２００馬力、２１５馬力）

６ＨＥ１（１６５馬力、１９５馬力）
６ＢＧ１（１７０馬力）

６ＨＨ１（１７５馬力、２１０馬力）

６Ｄ１４（１６０馬力）
６Ｄ１６（１８５馬力）
６Ｄ１７（２１０馬力）

６Ｄ１６（１７０馬力）
６Ｄ１７（２００馬力、２２０馬力）

ＦＥ６（１８５馬力）

ＦＥ６（１７０馬力、１９５馬力）

ＲＥ８, ＲＦ８（３４０馬力）

ＲＦ８（３４０馬力）

Ｆ１７Ｄ, Ｆ２０Ｃ

８ＤＣ１１, ８ＤＣ９, ８Ｍ２０

ＲＧ８, ＲＦ８

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

ＴＥＬ：０４５－５９１－５７７５
（代表）

Ｈ15．９．５認定
再評価の結果、装着台数
800台の限定を解除
（Ｈ16．12．27）

Ｈ17．１．12認定

Ｈ18．５．９追加

Ｈ17．１．12認定

Ｈ18．５．９追加

Ｈ17．９．30追加

Ｈ18．５．９追加

Ｈ18．５．９追加

Ｈ18．５．９追加

Ｈ17．１．12認定

Ｈ17．９．30追加

Ｈ18．12．27認定

Ｈ18．12．27認定

Ｈ18．12．27認定

１，３

１，３

4

１，３

4

１，３

４

１，３

４

１，３

４

４

４
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別表 国土交通省認定NOx・PM低減装置一覧
平成21年１月９日現在

低減装置製作者名 優良低減装置
評  価  番  号

装置の名称 装 置 型 式
車 名 規 制 年 適 合 原 動 機 型 式 使用燃料

取り付けることができる自動車の型式又原動機の種類 使　用　条　件

走行条件
問 合 せ 先 備　　　　　考

首　都　圏
条 例 対 応
カテゴリー

（株）デプロ

（株）ＡＣＲ

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－６

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－１０

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－７

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－９

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－１３

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－１４

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－１９

ＤＥＰＲＯ－ＥＣＳ

ＡＣＲ ＮＸＰＲ

４Ｈ－１

ＪＯ－１

ＡＣＲ
ＮＸＰＲ－３－０１

ＡＣＲ
ＮＸＰＲ－３－０２

ＡＣＲ
ＮＸＰＲ－３－０３

ＡＣＲ
ＮＸＰＲ－４－０１

ＡＣＲ
ＮＸＰＲ－２－０１

いすゞ

三　菱

日　野

いすゞ

日　野

いすゞ

いすゞ

三　菱

日　野

いすゞ

三　菱

日産Ｄ

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

４ＨＦ１
（１３０馬力・列型燃料噴射ポンプ仕様）

４ＨＧ１

４Ｄ３５

４Ｄ３３

Ｊ０８Ｃ（２００馬力仕様）

Ｊ０８Ｃ（２１５馬力仕様）

６ＨＨ１（２１０馬力）

Ｊ０７Ｃ

Ｊ０８Ｃ（２００馬力、２１５馬力）

６ＨＨ１（２１０馬力、１７５馬力）

６ＨＨ１（２１０馬力、１７５馬力）

６Ｄ１６

６Ｄ１７（２００馬力、２２０馬力）

Ｊ０７Ｃ

Ｊ０８Ｃ（２００馬力、２１５馬力）

４ＨＦ１（１３０馬力）

４ＨＧ１

４ＨＪ１

８ＤＣ１１（３５５馬力）

８ＤＣ９（３１０馬力）

ＲＧ８（３５０馬力）

ＲＦ８（３１０馬力）

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

ＴＥＬ：０３－３５２２－７０２０
（代表）

ＴＥＬ：０５０－３４６０－７８６４
（代表）

Ｈ17．９．30認定
「MLIT－NPR－2」改良機種

Ｈ18．８．７追加

Ｈ18．11．１追加

Ｈ19．１．19追加

Ｈ18．４．11認定

Ｈ18．９．29追加

Ｈ18．11．１追加

Ｈ17．10．24認定
アペクセラ製

「MLIT－NPR－5」同機種

Ｈ17．12．15追加

Ｈ17．12．15認定
アペクセラ製

「MLIT－NPR－8」同機種

Ｈ19．２．14認定

Ｈ19．２．14認定

Ｈ19．２．14認定

Ｈ19．10．19認定

Ｈ19．10．19認定

２，４

２，４

２，４

２

４

４

─

２，４

２，４

４，５

４，５

４，５

４，５

４，５
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別表 国土交通省認定NOx・PM低減装置一覧
平成21年１月９日現在

低減装置製作者名 優良低減装置
評  価  番  号

装置の名称 装 置 型 式
車 名 規 制 年 適 合 原 動 機 型 式 使用燃料
取り付けることができる自動車の型式又原動機の種類 使　用　条　件

走行条件
問 合 せ 先 備　　　　　考

首　都　圏
条 例 対 応
カテゴリー

（株）Ｔ－ＴＥＣＨ
【旧社名：（株）徳大寺

自動車文化研究所】

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－１１

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－２０

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－１５

ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－１６

ディゼック

スカイ
スイーパーⅡ

NOx・PM
低減装置

ＤｅＸｅｃ－Ｓ１

ＤｅＸｅｃ－Ｍ１

ＳⅡ－１４０

Ｅｃｏｎｉｘ－Ｌ１０３

いすゞ

三　菱

いすゞ

三　菱

三　菱

三　菱

いすゞ

日産Ｄ

日　野

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成元年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

４ＨＦ１
（１３０馬力・列型燃料噴射ポンプ仕様）

４ＨＧ１

４Ｄ３５

４Ｄ３３

６ＨＨ１（１７５馬力、２１０馬力）

６Ｄ１７（２００馬力）

６Ｄ１６（１７０馬力）

６Ｄ１６

８ＤＣ１１

８ＤＣ９（３１０馬力）

８Ｍ２０（３８５馬力）

１０ＰＥ１
（３２５馬力、３６０馬力、３８０馬力）

ＲＧ８（３５０馬力）

ＲＦ８（３１０馬力）

Ｆ２０Ｃ（３５５馬力）

軽油（硫黄分
5０ppm以下）

軽油（硫黄分
5０ppm以下）

軽油（硫黄分
5０ppm以下）

軽油（硫黄分
5０ppm以下）

軽油（硫黄分
5０ppm以下）

軽油（硫黄分
5０ppm以下）

軽油（硫黄分
5０ppm以下）

─

軽油（硫黄分
３０ppm以下）

軽油（硫黄分
３０ppm以下）

軽油（硫黄分
３０ppm以下）

軽油（硫黄分
３０ppm以下）

軽油（硫黄分
３０ppm以下）

軽油（硫黄分
３０ppm以下）

軽油（硫黄分
３０ppm以下）

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

ＴＥＬ：０４３６－６０－１０００
（コールセンター）

（株）水素エネルギー
開発研究所

ＴＥＬ：０９９－２８４－１３３５

林化成（株） ＴＥＬ：０３－５４０２－６３７１

Ｈ18．４．11認定

Ｈ18．４．11認定

Ｈ18．９．６追加

Ｈ19．10．19認定

Ｈ19．10．19認定

Ｈ19．３．27認定
認定後６ヶ月間は、
800台程度を上限と
して装着を認める。
認定後６ヶ月間の使
用状況を踏まえ、再
度評価を行う。

Ｈ19．３．27認定

Ｈ19．８．７認定

Ｈ19．９．27認定

Ｈ19．８．７認定
Ｈ20．３．19追加

Ｈ19．10．19認定

Ｈ19．10．19認定

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

─

４

４

４

４

４

４

１．

２．
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別表 国土交通省認定NOx・PM低減装置一覧
平成21年１月９日現在

低減装置製作者名 優良低減装置
評  価  番  号

装置の名称 装 置 型 式
車 名 規 制 年 適 合 原 動 機 型 式 使用燃料

取り付けることができる自動車の型式又原動機の種類 使　用　条　件

走行条件
問 合 せ 先

ＴＥＬ：０１２０－５１３－８２５

備　　　　　考
首　都　圏
条 例 対 応
カテゴリー

（株）ケミカルオート

MＬＩＴ－ＮＰＲ－１７

MＬＩＴ－ＮＰＲ－18

MＬＩＴ－ＮＰＲ－２３

スモークバスター

KAM－０８N

KAM－１８N

KAM－２４N

日産Ｄ

日　野

三　菱

日産Ｄ

日　野

三　菱

いすゞ

日産Ｄ

三　菱

日　野

いすゞ

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

ＦＥ６（１９５馬力）

Ｊ０８Ｃ（200馬力、215馬力）

Ｊ０７Ｃ（１７０馬力）

６Ｄ１６（１７０馬力）

ＲＧ８（３５０馬力）

ＲＦ８（３１０馬力）

ＲH８（40０馬力、430馬力）

Ｆ２０Ｃ（３５５馬力）

Ｆ１７Ｄ（３２０馬力）

Ｆ21C（３9０馬力、430馬力）

８ＤＣ１１（３５５馬力）

８ＤＣ９（３１０馬力）

８Ｍ２０（３８５馬力）

８Ｍ２1（420馬力）

１０ＰＥ１
（３２５馬力、３６０馬力、３８０馬力）

8ＰＥ１
（240馬力、2８5馬力）

１2ＰＥ１
（３8５馬力、42０馬力、45０馬力）

ＰF6［ターボ付］
（３30馬力、36０馬力、39０馬力）

6D40［ターボ付］
（36０馬力、39０馬力）

6D24［ターボ付］
（３00馬力、33０馬力）

K13C［ターボ付］
（36０馬力［コモンレール式以外］、395馬力）

6WA１
（３30馬力、36０馬力、39０馬力）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

──

Ｈ19．８．８認定

Ｈ19．８．８認定

Ｈ19．８．８認定

Ｈ19．８．８認定

Ｈ20．７．16認定

Ｈ19．８．８認定

Ｈ19．10．19認定

Ｈ20．７．16認定

Ｈ19．８．８認定

Ｈ19．10．19認定

Ｈ20．７．16認定

Ｈ19．10．19認定

Ｈ20．４．21認定

Ｈ20．７．16認定

Ｈ20．４．21認定

Ｈ20．４．21認定

Ｈ20．４．21認定

Ｈ20．11．20認定

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

─
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別表 国土交通省認定NOx・PM低減装置一覧
平成21年１月９日現在

＊備考
・平成元年規制適合車両とは、自動車検査証の型式欄に『Ｕ－』の識別記号を持つ車両
・平成２年規制適合車両とは、自動車検査証の型式欄に『Ｗ－』の識別記号を持つ車両
・平成６年規制適合車両とは、自動車検査証の型式欄に『ＫＣ－』の識別記号を持つ車両
・平成９年規制適合車両とは、自動車検査証の型式欄に『ＫＥ－，ＫＦ－，ＫＧ－』の識別記号を持つ車両
・平成10年規制適合車両とは、自動車検査証の型式欄に『ＫＪ－，ＫＫ－』の識別記号を持つ車両
・平成11年規制適合車両とは、自動車検査証の型式欄に『ＫＬ－』の識別記号を持つ車両
・使用燃料欄中の『軽油』とは硫黄分５００ｐｐｍ以下の軽油を示し、『低硫黄軽油』とは硫黄分５０ｐｐｍ以下の軽油を示す。
・評価番号「ＭＬＩＴ－ＮＰＲ－２（（株）デプロ製・平成16年11月評価）」については、平成18年６月１日廃止済。
＊注意
上記装置を装着した場合、自動車ＮＯｘ・ＰＭ法の車種規制に適合します。なお、装置の詳細につきましては、上記の各メーカーにお問合せください。

低減装置製作者名 優良低減装置
評  価  番  号

装置の名称 装 置 型 式
車 名 規 制 年 適 合 原 動 機 型 式 使用燃料

取り付けることができる自動車の型式又原動機の種類 使　用　条　件

走行条件
問 合 せ 先 備　　　　　考

首　都　圏
条 例 対 応
カテゴリー

（株）ケミカルオート

（株）ＥＳＲ

MＬＩＴ－ＮＰＲ－２4

MＬＩＴ－ＮＰＲ－２１

MＬＩＴ－ＮＰＲ－２２

スモークバスター

A’PEX NPR

KAM－16N

Ａ’ＰＥＸ
ＮＰＲ－３－０１

Ａ’ＰＥＸ
ＮＰＲ－３－０2

日産D

三　菱

三　菱

いすゞ

日　野

日　野

いすゞ

いすゞ

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

平成６年規制

FE6（235馬力、260馬力）

6D16（22０馬力）

6D16（255馬力）

6HE1（230馬力、26０馬力）

Ｊ０8Ｃ（235馬力、26０馬力）

Ｊ０７Ｃ（１７０馬力）

Ｊ０８Ｃ（２００馬力、２１５馬力）

６ＨＨ１（１７５馬力、２１０馬力）

６ＨＨ１（１７５馬力、２１０馬力）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

軽油（硫黄分
５０ppm以下）

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

低硫黄軽油

──

──

──

──

──

──

──

──

──

ＴＥＬ：０120－513－825

ＴＥＬ：０４６－２８４－３６７１
（代表）

Ｈ20．11．20認定

Ｈ20．11．20認定

Ｈ20．12．８認定

Ｈ20．11．20認定

Ｈ20．11．20認定

Ｈ20．２．20認定

Ｈ20．２．20認定

Ｈ20．２．20認定

２，４

２，４

２，４

２，４

２，４

─

─
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◎　フォークリフト運転技能講習会（31時間講習）

１．講習日時・会場

２．受 講 料

※最大荷重１トン以上のフォークリフトの運転（道交法による道路上を走行させる運転を除

　く）の業務には、都道府県労働局長の登録教習機関で技能講習を修了した方でなければ就

　業できません。

３．申込要領

⑴　陸運労災防止協会兵庫県支部事務局へ定員枠の空き状況を電話で確認の上、同封の受

　講申込書に受講料と顔写真２枚（証明写真縦3.5㎝、横2.5㎝、裏面に氏名記入）、本籍の

　記載されている住民票の写し等もしくは運転免許証のコピー※を添えて下記にお持ちい

　ただくか、又は、現金書留で郵送して下さい。（なお、顔写真２枚のうち１枚は申込書

　に貼付しておいて下さい。）

　持参される場合の受付時間は、９時～16時（12時～13時は除く）となります。

※現在更新されている運転免許証は、本籍地が空白ですので、添付に使用できませんので

　ご注意下さい。

講 習 会 の お 知 ら せ

受  講  資  格

普通自動車運転免許を
有し、満18歳以上の方。

合　　計

３２，０００円

３３，４００円

テキスト代

陸災防兵庫
県支部負担

１，４００円

受  講  料

３２，０００円

３２，０００円

兵ト協
会　員

非会員

８時45分受付
学
　  

科

講 習 日 平成21年３月５日（木）　９時～

会 場 （社）兵庫県トラック協会
　神戸市灘区大石東町２丁目４－27
※駐車場：無（公共交通機関を利用して下さい）

実
　
　
　
技

講 習 日 平成21年３月８日（日）　９時～
　　　　３月14日（土）　９時～
　　　　３月15日（日）　９時～

会 場 神戸港湾教育訓練協会
　神戸市中央区港島８－11－３　※駐車場：有

８時45分受付

問い合せ先
陸 運 労 災 防 止 協 会 兵 庫 県 支 部

（兵庫県トラック協会内）
電話 078-882-5556

陸災防のページ陸災防のページ陸災防のページ



２９

至灘 ＪＲ西日本
ＪＲ六甲道駅

至住吉

至神戸 国道２号線

国道43号線

至大阪

至大石 至石屋川

至神戸 至大阪

メイン六甲ロータリー

ウェルブ六甲道2番街

銀行

歩道橋
銀行

関西
スーパー

六甲道
南公園

神戸市環境局
灘事業所

兵庫県
トラック協会

※利用交通機関
　ＪＲ六甲道駅から徒歩約10分
　阪神新在家駅から徒歩約５分

大石東第２住宅
シルバーハイツ
大　石　東

灘
区役所

グランド六甲
（ボウリング）

ベルコ
シティ
ホール

たばこ 公園

公園

阪神電鉄

烏帽子中学校

マンション

スーパーマルナカ

パチンコ屋

阪神新在家駅

ダイハツ

バイク屋

灘
郵
便
局

スーパートーホー

フォークリフト学科会場
㈳兵庫県トラック協会
神戸市灘区大石東町２丁目４番２７号
ＴＥＬ（０７８）８８２－５５５６

（申込先）

⑵　納入された受講料は、受講票を発行（講習日の一週間前に所属事業所に郵送）した以

　後は、一切返金いたしません。

⑶　受付期間　２月９日（月）～27日（金） ※定員枠の予約についても２月９日以降受付

　　ただし、期間にかかわらず定員（50名）に達ししだい締め切ります。

４．修　了　証

　法定の講習時間を受講し、学科実技共、修了試験に合格した方には修了証を交付いたし

ます。

　４日のうち１日でも欠席の場合は不合格となります。

５．持　参　品

学科講習日：受講票・筆記具（えんぴつ・消しゴム）

実技講習日：受講票・ヘルメット・安全靴・作業服（長そで：運転の際は長そでで行いま

　　　　　　す）・カッパ（雨天の場合でも実施致します）

〒657－0043　神戸市灘区大石東町２丁目4－27  兵庫県トラック協会内
陸運労災防止協会兵庫県支部
電 話（078）８８２－５５５６



３０

フォークリフト実技会場
神 戸 港 湾 教 育 訓 練 協 会

神戸市中央区港島８－１１－３

阪急三宮

ＪＲ三宮

中公園

神戸港

神　戸　港

ポ　ー　ト ア　イ　ラ　ン　ド

港島トンネル

北埠頭

中埠頭

南公園

ガソリン
スタンド

ポートライナー南公園駅
下車南東約800ｍ
（徒歩15分）

神戸港湾教育訓練協会
（実技会場）

イ
ズ
ミ
ヤ

公
園

至
明
石
方
面

至
大
阪
方
面

至
神
戸
空
港至神戸空港

市民病院前

市民広場

先端医療センター前

ポートライナー三宮

ＩＫＥＡ

ご協力ありがとうございました

交通遺児の募金を寄せられた会員

（平成20年12月22日現在）

Ｈ20・12・22 20,662円㈱ シ ョ ー ゼ ン

交通遺児募金の郵便振替口座
○口　座　番　号　　　　01 1 7 0−6−5 4 8 0 3

○口　　座　　名　　　　社団法人兵庫県トラック協会募金係



別紙４

（注）※以外は申込者において全部記載すること。

　ご記入いただいた個人情報は、当講習会の実施及び修了証交付の為のみに使用します。

フォークリフト運転技能講習会
受講申込書

修了証台帳

受付番号

都  

道  

府  

県

本
　
籍

ふ　り　が　な 性別 ※

証明写真を

貼付して下

さい。

縦 3.5ｃｍ

横 2.5ｃｍ

男

・

女

修了証

番　号氏　　　名

生  年  月  日 昭和　　年　　 月　　日生 交付年月日 ※

現　住　所

（修了証に載ります）

所持する自動車

運 転 免 許 証

ここに自動車運転免許証のコピーを貼付して

下さい。

平成　　年　　 月　　 日

受講者氏名　　　　　　　　　　㊞

書替・再交付年月日 ※　　　  年　　月　　日

１．大型特殊（カタピラ限定なし）

２．大　　型

３．中　　型

４．普　　通

５．大型特殊（カタピラ限定付）

（注）所持する免許に○を付けて下さい。

免許証番号

取得年月日

年　　  月　　  日

発行者

公安委員会

〒

電話

勤務先

所在地

名　称

〒

電話



３２

　　※前月分の価格データを集計しています。

兵ト協
調　べ

全ト協
調　べ

区　分

元売名

ローリー

平 均

（消費税抜き）

軽油「元売別」購入価格表（平成20年12月末現在）　　　　　　　　（単位：円／㍑）

９０．２０

８４．５３

１０４．２５

８３．５０

８３．７０

８２．６０

８７．５０

８５．００

８４．３８

８６．８０

１０２．５８

９９．６４

組 合

平 均

９７．３７

８９．００

８６．０３

９１．３７

９０．９６

カ ー ド

平 均

１０７．５０

９１．８３

１３６．１０

１１０．７５

９３．００

９５．８０

９７．５０

１０３．５２

１０８．２８

１０９．３５

スタンド

平 均

９４．５０

９０．００

１０８．３７

１０４．５０

９８．００

９３．１０

９８．２９

１０９．０５

１１６．９１

新 日 本

出 光

Ｊエナジー

コ ス モ

昭和シェル

モ ー ビ ル

エ ッ ソ

ゼ ネ ラ ル

そ の 他

総 計

全国平均

近畿平均

20
／
11

調  査  な  し

区　分

集計月

ローリー

平 均

（消費税抜き）

軽油価格年間推移表（兵ト協調べ）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円／㍑）

１０８．９２

１０８．６７

１０７．２５

１０８．９１

９５．１３

１２０．４０

１３１．７５

１４１．７８

１４２．３３

１３２．５８

１１９．０７

９７．７１

８６．８０

１１５．４８

組 合

平 均

１０９．５４

１１０．６０

１１０．０８

１１１．０３

９９．７０

１１７．１７

１３０．９４

１３７．３３

１４４．８１

１３９．５９

１２６．２２

１０９．９３

９０．９６

１１８．３０

カ ー ド

平 均

１１５．５９

１１５．４１

１１６．３２

１１５．６６

１０１．２３

１２４．６０

１３６．５８

１４５．５４

１４９．６２

１４２．７２

１３２．７０

１１５．６３

１０３．５２

１２４．２４

スタンド

平 均

１１２．８９

１１５．３９

１１３．８２

１１５．８６

１０４．１２

１２５．１０

１３９．０２

１４６．３８

１５１．４０

１４２．７２

１３０．８１

１１０．０９

９８．２９

１２３．５３

平成20年１月

平成20年２月

平成20年３月

平成20年４月

平成20年５月

平成20年６月

平成20年７月

平成20年８月

平成20年９月

平成20年10月

平成20年11月

平成20年12月

平成21年１月

年 間 平 均

燃 料 価 格 情 報

“軽油は兵庫県下で買いましょう”
（県からの補助金に大きく影響します）
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入  会  届

入会年月日 支部名 種別 会　社　名 代  表  者  名 主　た　る　連　絡　先

２１．１．２０ 西　播 一般 ㈱ 中 津 物 流 八 木 哲 也

〒675-0112
加古川市平岡町山之上33

☎　079－453－6340
FAX　079－453－6350

    １．２２ 丹　有 一般 ㈲ 北 神 北 摂
販 売 セ ン タ ー

脇 水 　 均

〒651-1123
神戸市北区ひよどり台５丁目10番地

☎　078－743－1055
FAX　078－743－3229

退  会  届

退会年月日 支部名 種別 会　社　名 代  表  者  名 備　　　　　　　考

２０．１２．２２ 東　部
一般
利用

豊 和 運 送 ㈱ 和 田 政 子 事業廃止

    １２．２４ 明　石 一般 ㈱ 丸 運 江 原 　 豊 都合により

２１．１．５ 丹　有 一般 北 摂 急 送 ㈱ 溝 畑 和 明 事業廃止

    １．５ 淡　路
一般
利用

津 名 港 運 ㈱ 横　山　昌次郎 事業廃止

    １．７ 東　部 一般 ㈱ タ カ ハ ラ 高 原 春 植 事業廃止

    １．１３ 丹　有
一般
利用

㈱ グ ロ ー リ ー
エ ア カ ー ゴ

飯 田 浩 美 兵庫県廃止

変  更  届

届出年月日 会員名簿
ページ数 変更事項 （新）（旧）

２０．１２．１０ P.14 名 称 中　谷　機　工　㈱中 谷 運 輸 機 工 ㈱

    １２．１７ P.138 代 表 者
　内　藤　芳　幸

内 藤 運 輸 作 業 ㈱
内　藤　芳　一

    １２．１８ P.60 代 表 者
安　部　敏　子

キャリーサービス㈱
安　部　義　治

    １２．２４ 東　部 住 所
TEL・FAX

〒664-0839
伊丹市桑津２－８－25

☎　072－768－7740
FAX　072－768－7741

クリアトランスポート㈱

尼崎市杭瀬南新町３－４－１
☎　06－4868－5470
FAX　06－4868－5471

    １２．２５ P.137 代 表 者
内　藤　康　匡

しんいずみ運送㈱
内　藤　武　男

    １２．２５ P.204
譲 渡 譲 受
（代　表　者）

㈱  西  村  交  益  社
西　村　正　司

西　村　交　益　社
西　村　　　功

会 員 だ よ り



３４

かなしみ

年月日 支部名 氏　　　　　名 会　　　社　　　名

２０．１１．４ 西神戸 田 辺 勲 造 様 田  辺  組  運  送  ㈱

    １１．１３ 淡　路 藤 原 　 薫 様 ㈲  納  水  産  運  輸

    １１．２１ 北　播 内 藤 芳 一 様 内 藤 運 輸 作 業 ㈱

    １１．３０ 西　播 清 水 義 朗 様 関　西　陸　運　㈱

    １２．１３ 東神戸 山 田 哲 也 様 サ　ン　流　通　㈱

    １２．１５ 明　石 田 中 珍 宏 様 平　野　運　送　㈱

    １２．２３ 西　播 堀 江 重 子 様 堀　江　運　送　㈱

    １．１６ 中　央 住 所 〒650-0045
神戸市中央区港島９－１

㈱ タ カ ロ ジ テ ム

神戸市中央区港島９－２－10

    １．１９ P.13 住 所
TEL・FAX

〒650-0045
神戸市中央区港島８－12

☎　078－303－1120
FAX　078－303－1130

㈱トラック共同運輸

神戸市兵庫区駅南通３－４－33
☎　078－652－0582
FAX　078－652－0582

    １．１９ P.135

名 称
住 所
代 表 者

ヨコモリエビスヤ運輸㈱
〒151-0072
東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目29－４

石　田　善　啓

エビスヤトランスサービス㈲

東京都東村山市栄町３丁目14
恵　面　好　晴

２１．１２．２６ P.178 代 表 者
井　上　好　平

㈱ダイネン配送センター
高　瀬　増　雄

    １２．２６ P.78 代 表 者
下　田　眞須藏

旭　扇　海　運　㈱
林　　　宏　文

    １．５ P.153 住 所 〒676-0077
高砂市松陽２－62

㈱　大　盛　物　流

高砂市伊保崎南６－１

    １．９ P.61 代 表 者
酒　井　律　江

酒　井　陸　運　㈱
酒　井　安　治

ちょっとした地球への思いやり
エコ・ドライブ推進中　です



３５

月日

１・８

　　14

　　15
　　16

　　17

　　21

　　22

　　23

　　24
　　26

　　27
　　28

　　29

　　30

２・３

　　４

　　５

行　　事　　名

自動車関係団体新春賀詞交歓会
正・副会長会議
ダンプ部会情報交換会
三木会
物流効率化セミナー
全ト協　全国専務理事業務連絡会議
NASVA安全マネジメント講習会
総務委員会
東播支部　新春賀詞交換会
ひょうご安全の日　1.17のつどい
北播支部　新年役員会
西播支部　新年親睦会・役員会
明石支部　年賀会
はい作業講習会
整備管理者選任後研修
兵庫県高速道路交通安全協議会
はい作業講習会
兵庫労働局登録教習機関連絡会議
全ト協　総務委員会
取扱・食品部会合同「新春荷主懇談会・研修会」
運行管理者基礎講習
３ＰＬ人材育成研修会
尼崎運輸事業協同組合
　創立四十周年記念式典並びに新春賀詞交換会
引越部会全体会議
兵庫支部　新年懇親会
西神戸支部　支部新年会
天狼会　新年例会、臨時総会
ひょうご安全の日推進県民会議防災力強化県民運動大会
大ト協取扱部会　平成20年度「荷主セミナー」
セミナー「運輸安全マネジメント」
幹線沿道地域の自営転換促進に関する調査研究
ＫＴＳ正副会長会議
東神戸支部　新年交流会
中小トラック構造改善実証実験事業実績報告説明会
整備管理者選任後研修
神戸地区環保連「新春特別講演会・新年交歓会」
東部支部　新年賀詞交歓会
路線部会情報交換会

─ ２月の予定 ─

輸送秩序確立委員会担当副会長・正副委員長会議
兵庫県交通安全対策委員会運転対策部会
賃金交渉期における賃金・労働セミナー
経営改善セミナー
運行管理者一般講習
兵庫労働安全衛生マネジメントシステム推進連絡協議会
兵庫リスクアセスメント推進大会
陸災防　近畿ブロック支部長・事務局長合同会議
労働災害防止団体等連絡協議会

場  所

神 戸 市
勤労会館7階

兵 ト 協
兵 ト 協
兵 ト 協
エ ル ・
お お さ か

全 ト 協
兵庫県農業
共 済 会 館

兵 ト 協
中 国 飯 店
（加古川市野口町）
阪神・淡路大震災記念
人と防災未来センター

塩田温泉
ホテル日航
姫 路
ホテルキャッスル
プ ラ ザ ３ 階

兵 ト 協
姫路市勤労
市 民 会 館
（財）兵庫県交通安全
協 会５階 会 議 室

兵 ト協
兵庫労働局
大 会 議 室
第一ホテル
東 京
ク ラ ウ ン
プラザ神戸

海洋博物館
ナ チ ュ ラ ル ホ テ ル
エルセラーン３Ｆ名古屋市
ホテルニュー
アルカイック

西 村 屋
神 仙 閣
神 戸 飯 店
（長　田）
割 烹
『くろ田』
ラッセホール２階
ローズサルーンの間
リーガロイヤル
ホ テ ル２Ｆ
ドーンセンター
（大阪市）
神 戸
銀行倶楽部
ホテルグラン
ヴィア和歌山
ホテルモントレ
神戸２階楼明館

全 ト 協
兵 庫 県
農 業 会 館
ク オ リ テ ィ
ホテル神戸
ニューアルカイック
ホ テ ル

三 宮

兵 ト 協
ひ ょ う ご
女性交流館

全 ト 協
兵 ト 協
港湾労働 者
福祉センター
兵 庫 県中 央
労働センター
兵 庫 県中 央
労働センター
ホテルグラン
ヴィア 京 都
パレス神戸
４ 階

月日

２・６

　　７
　　８
　　９

　　10
　　12

　　13

　　16
　　17

　　18

　　19

　　20

　　22
　　23
　　24
　　25

　　26

３・１
　　５
　　７

　　８
　　11
　　14
　　15
　　24

行　　事　　名

近ト協　幹事会
平成20年度「物流講演会」
全ト協引越部会正副部会長・幹事・分科委員会合同会議
京阪神取扱部会合同「第25回正・副部会長会議」
第23回九州ブロック青年経営者研修会
丹有支部・但馬支部合同研修会及び新年会
輸送秩序確立委員会
三木会
黒煙ゼロの街づくりサミット in JAPAN
兵ト協　正・副会長会議
青年部　青年経営者代表者研修会
環境対策委員会
青年部　第18回全国物流青年経営者中央研修会
第55回労働委員会
輸送相談担当者会議
整備管理者選任後研修
兵庫県交通安全対策委員会
交通対策委員会
webKIT全国研修・交流会
　京都府トラック協会　第26回物流セミナー
交付金運営委員会
全ト協重量部会経営者研修会（交流会）
ISO9001実践セミナー
兵庫県トラック運輸厚生年金基金　第135回理事会
全ト協　第89回交付金運営中央委員会
　貨物自動車運送事業振興センター　第56回評議員会
兵庫県トラック厚生年金基金　第89回代議員会
事故防止研修会
運行管理者試験事前研修会
全ト協　常任理事会・理事会合同会議
近ト協　正副会長会議
近ト協　理事会
兵青協「第２ブロック交流事業　ボウリング大会」
物流政策委員会
常任理事会・総務委員会合同会議
高速道路交通安全協議会理事会・総会
全ト協　経営改善委員会
ISO14001実践セミナー
第12回評議委員会

─ ３月の予定 ─

平成20年度第２回運行管理者試験
第４回フォークリフト講習会（学科）
兵青協「第３ブロック　親睦事業フルハーフ滋賀　工場見学」
近畿ブロック青年経営者研修会
第４回フォークリフト講習会（実技）
ダンプ部会情報交換会
第４回フォークリフト講習会（実技）
第４回フォークリフト講習会（実技）
兵ト協　予算総会

場  所

大 ト 協
大 阪 府 立
労働センター

全 ト 協
ホテルグラン
ヴィア 京 都
「和多屋別荘」
佐賀県嬉野市
有 馬
グランドホテル

兵 ト 協
兵 ト 協
大 阪 市
中央公会堂

兵 ト 協
全 ト 協
兵 ト 協
グ ラ ン ド
プリンス赤坂

全 ト 協
全 ト 協
兵 庫 県
農 業 会 館

兵庫県公館
兵 ト 協
「横浜新都市ホール」
横 浜 市
ホテルグラン
ヴィア 京 都

兵 ト 協
「熱海大観荘」
熱 海 市

大 ト 協
神戸ハーバーランド
ニューオータニ
第一ホテル
東 京
第一ホテル
東 京
神戸ハーバーランド
ニューオータニ

神商ホール
兵 庫 県
農 業 会 館
第一ホテル
東 京
ホテルグラン
ヴィア 大 阪
ホテルグラン
ヴィア 大 阪

六甲ボウル
兵 ト 協
兵 ト 協
楠公会館
全 ト 協
大 ト 協
ニューオータニ
神戸ハーバーランド

神 戸 国 際
展 示 場

兵 ト 協
滋 賀 県
湖 南 市
滋賀県大津市
「琵琶湖ホテル」
神戸港湾教育
訓 練 協 会

兵 ト 協
神戸港湾教育
訓 練 協 会
神戸港湾教育
訓 練 協 会

兵 ト 協

（社）

（財）

協  会  日  誌
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